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概要

高分解能FiDiCa®に複数材質上の膜厚解析機能を搭載しました。

複数材質上の膜厚解析機能付高分解能FiDiCa®
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● 6μmの空間分解能で局所的な膜厚分布測定が可能な高分解能
FiDiCa®に、複数材質上の薄膜を同時に解析する機能を搭載しました。

● デバイスパターンなどの金属や基板といった複数の基材層を有するサ
ンプルの膜厚分布測定に適しており、3種類までの材質上の膜厚分布
を同時に解析できます(図1)。

● 従来のFiDiCa®では複数材質上の膜厚分布を表示するために、各層
構造で別々に膜厚計算を行った後に材質ごとの膜厚データを組み合
わせる処理が必要でしたが、本ソフトウェアではその処理が不要にな
り、簡単に複数材質上の膜厚分布を確認できます。

図2 測定結果(モノクロ画像)

図1 複数材質上の薄膜の断面イメージ

測定例

アルミニウムとチタンが配置されたシリコン上のTEOS膜を高分解能FiDiCa®で測定し(図2)、本機能で複数材質上の膜厚
分布を同時に解析した結果(図3)と各材質上の膜厚分布を別々に表示した結果(図4)を示します。

図3 複数材質上のTEOS膜の膜厚分布
(シリコン、アルミニウム、チタン上のTEOS膜)

図4 各材質上のTEOS膜の膜厚分布
(左)シリコン上のTEOS膜、(中央)アルミニウム上のTEOS膜、(右)チタン上のTEOS膜


